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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成24年1月5日(2012.1.5)

【公開番号】特開2010-139766(P2010-139766A)
【公開日】平成22年6月24日(2010.6.24)
【年通号数】公開・登録公報2010-025
【出願番号】特願2008-316039(P2008-316039)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ  15/20     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  15/167    (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  13/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ  15/20    　　　　
   Ｇ０２Ｂ  15/167   　　　　
   Ｇ０２Ｂ  13/18    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年11月15日(2011.11.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　拡大側から順に、負の屈折力の第１レンズ群、正の屈折力の第２レンズ群、複数のレン
ズ群を含み全体として正の屈折力を持つ後続レンズ群とを有し、変倍に際して２つ以上の
レンズ群を移動させるズームレンズであって、
　前記第１レンズ群は負の屈折力を有する第１レンズを有しており、
　前記第１レンズの拡大側および縮小側の曲率半径をそれぞれＲ１、Ｒ２、前記第１レン
ズのｇ線とＦ線とにおける部分分散比をθｇＦＮＬ、前記第１レンズのアッベ数をｖｄＮ

Ｌ、前記第１レンズの焦点距離をｆＮＬ、広角端におけるズームレンズ全系の焦点距離を
ｆｗとし、
ΔθｇＦＮＬ＝θｇＦＮＬ－（－０．００１６８２＊ｖｄＮＬ＋０．６４３８）
とするとき、
０．７９＜θｇＦＮＬ－（１．０＊１０－４＊ｖｄＮＬ

２－９．１＊１０－３＊ｖｄＮＬ

）＜１．００
１．５＜（Ｒ１＋Ｒ２）／（Ｒ１－Ｒ２）＜１０．０
０．０００５＜｜（ΔθｇＦＮＬ・ｆｗ）／（ｖｄＮＬ・ｆＮＬ）｜＜０．００２０
なる条件を満足することを特徴とするズームレンズ。
【請求項２】
　前記ｖｄＮＬが、
１０．０＜ｖｄＮＬ＜２３．５
なる条件を満足することを特徴とする請求項１に記載のズームレンズ。
【請求項３】
　前記第１レンズに最も近接して配置される正レンズのアッベ数をｖｐとしたとき、
１０．０＜ｖｐ＜３８．０
なる条件を満足することを特徴とする請求項１又は２に記載のズームレンズ。
【請求項４】
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　前記第１レンズの屈折率をＮＮＬとするとき、
１．７０＜ＮＮＬ＜２．３０
なる条件を満足することを特徴とする請求項１乃至３いずれかに記載のズームレンズ。
【請求項５】
　前記第１レンズは、前記ズームレンズを構成する複数のレンズの中で、最も拡大側に配
置されたレンズであることを特徴とする請求項１乃至４いずれかに記載のズームレンズ。
【請求項６】
　前記後続レンズ群は、拡大側から順に配置された、正の屈折力の第３レンズ群と、正の
屈折力の第４レンズ群より構成されることを特徴とする請求項１乃至５いずれかに記載の
ズームレンズ。
【請求項７】
　前記後続レンズ群が、拡大側から順に配置された、正の屈折力の第３レンズ群と、負の
屈折力の第４レンズ群と、正の屈折力の第５レンズ群と、正の屈折力の第６レンズ群より
構成されることを特徴とする請求項１乃至５いずれかに記載のズームレンズ。
【請求項８】
　撮像素子の光入射面上に、被写体の像を結ぶことを特徴とする請求項１乃至７いずれか
に記載のズームレンズ。
【請求項９】
　被投射面上と画像表示素子とを共役な関係にすることによって、前記画像表示素子で表
示された画像を前記被投射面上に投射することを特徴とする請求項１乃至７いずれかに記
載のズームレンズ。
【請求項１０】
　請求項１乃至９いずれかに記載のズームレンズを備えることを特徴とする光学機器。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　上記目的を達成するために、本発明のズームレンズは、拡大側から順に、負の屈折力の
第１レンズ群、正の屈折力の第２レンズ群、複数のレンズ群を含み全体として正の屈折力
を持つ後続レンズ群とを有し、変倍に際して２つ以上のレンズ群を移動させるズームレン
ズであって、前記第１レンズ群は負の屈折力を有する第１レンズを有しており、前記第１
レンズの拡大側および縮小側の曲率半径をそれぞれＲ１、Ｒ２、前記第１レンズのｇ線と
Ｆ線とにおける部分分散比をθｇＦＮＬ、前記第１レンズのアッベ数をｖｄＮＬ、前記第
１レンズの焦点距離をｆＮＬ、広角端におけるズームレンズ全系の焦点距離をｆｗとし、
ΔθｇＦＮＬ＝θｇＦＮＬ－（－０．００１６８２＊ｖｄＮＬ＋０．６４３８）
とするとき、
０．７９＜θｇＦＮＬ－（１．０＊１０－４＊ｖｄＮＬ

２－９．１＊１０－３＊ｖｄＮＬ

）＜１．００
１．５＜（Ｒ１＋Ｒ２）／（Ｒ１－Ｒ２）＜１０．０
０．０００５＜｜（ΔθｇＦＮＬ・ｆｗ）／（ｖｄＮＬ・ｆＮＬ）｜＜０．００２０
なる条件を満足することを特徴としている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　このようなズームレンズにおいて、第１レンズ群が、負の屈折力を有する第１レンズ（
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１枚でも複数でも構わない）を有しており、その第１レンズが以下の条件式（１）、（２
）、（３）を満足する（固体材料から構成されている）ことが特徴である。
０．７９＜θｇＦＮＬ－（１．０＊１０－４＊ｖｄＮＬ

２－９．１＊１０－３＊ｖｄＮＬ

）＜１．００・・・（１）
１．５＜（Ｒ１＋Ｒ２）／（Ｒ１－Ｒ２）＜１０．０・・・（２）
０．０００５＜｜（ΔθｇＦＮＬ・ｆｗ）／（ｖｄＮＬ・ｆＮＬ）｜＜０．００２０・・
・（３）
　但し、ここでは、第１レンズのｇ線とＦ線における部分分散比をθｇＦＮＬ、第１レン
ズのアッベ数をｖｄＮＬ、第１レンズの屈折率をＮＮＬ、第１レンズの焦点距離をｆＮＬ

、広角端におけるズームレンズ全系の焦点距離をｆｗとしている。また、ΔθｇＦＮＬは
、ΔθｇＦＮＬ＝θｇＦＮＬ－（－０．００１６８２＊ｖｄＮＬ＋０．６４３８）で定義
するものとし、第１レンズの拡大側および縮小側の曲率半径をそれぞれＲ１、Ｒ２として
いる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　さらに望ましくは、以下の条件式（１ａ）を満足することで、短波長域の倍率色収差を
良好に低減したズームレンズを実現できる。
０．７９＜θｇＦＮＬ－（１．０＊１０－４＊ｖｄＮＬ

２－９．１＊１０－３＊ｖｄＮＬ

）＜０．９５・・・（１ａ）
　また、条件式（２）は、第１レンズの形状を規定したものであって、下限を超えると拡
大側面の曲率半径が小さくなって歪曲収差の補正が困難となる。逆に上限を超えると、固
体材料に与えられる屈折力が小さくなってしまい、２次の色収差の補正力が低下してしま
う。
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